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報告事項 令和 6 年度事業計画報告の件

令和６年度事業活動基本方針

世界的な感染拡大となった新型コロナウイルスは昨年５月に５類感染症に位置付けが変更とな

りひと区切り付き、社会生活は落ち着きをとり戻しつつあります。

しかし円安による諸物価の急激な値上がり、世界各地での紛争による資源価格の高騰等により

まだまだ予断が許せない状況です。そして年明け早々の能登半島地震や航空機事故と対応すべき

ことが山積みです。

こうしたいまだ厳しい世界状況の中ですが、品川法人会は会員の信念と英知を結集して、世の

中、会員へ役に立つ活動を行うべく最大限の努力をします。

本会は税に関する活動団体としての使命を深く心に刻み、適正公平な申告納税制度の普及発展

と納税意識の高揚を図ります。

地域社会の税務コンプライアンス向上を目指した自主点検チェックシートの促進、e-Tax の利

用率向上、振替納税の推進などの税務行政への協力、税に関する研修会、講習会を通じた最新税

知識の浸透、税制改正に関する意見具申活動等を推進します。

また会員企業及び社員に対する充実した福利厚生制度や、インターネット等を利用した各種有

益な情報の速やかな提供を図ります。

さらに、地域企業・地域社会の健全な発展や活性化に貢献する公益性の高い事業を展開します。

重点項目 
１．自主点検チェックシート・申告書確認表の普及活動に努める。 

２．e-Tax のより一層の利用促進を図り、当会役員企業 100％、会員企業 70％の e-Tax 利用率を

目指す。 

３．便利で確実な振替納税の広報と普及に努める。 

４．公益法人の条件を念頭に置きつつ、会員・地域社会に求められる事業を積極的に拡充する。 

５．組織改革やブロック・支部活動の活性化に取り組む。 

６．会員増強運動の継続と退会防止に努める。 


